
第２回 QOL研究セミナー
患者家族の生活の質を高めるための研究と実践

文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（B） （研究代表者：上別府 圭子）

主催： QOL研究センター （東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻家族看護学分野内）
http://plaza.umin.ac.jp/qol-research/ http://hsn.m.u-tokyo.ac.jp/ http://www.fn.u-tokyo.ac.jp/

日 時：2017年3月18日（土） 14:15～16:45 （開場13:30）

会 場：東京大学情報学環・福武ホール （東京都文京区）

東京大学本郷キャンパス（赤門を入り、左折してすぐにある建物です）

都営地下鉄大江戸線・東京メトロ丸ノ内線「本郷三丁目」駅徒歩約7分
キャンパスマップ： http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_14_03_j.html

参加費：無料
※事前申込先 Fax:  03-5841-3691 E-mail:  qol_research-office@umin.ac.jp

氏名・所属・職種・E-mailアドレスを明記のうえ、上記へお申込みください。

※当日も受付いたしますが、混雑予防の為、事前申込のご協力をお願いいたします。

日本におけるQOL研究の展開とこれから－がん研究を中心として－

大橋 靖雄 中央大学人間総合理工学科生物統計学研究室教授

東京大学名誉教授 日本計量生物学会会長

座長 上別府 圭子 東京大学大学院医学系研究科家族看護学分野教授

基調講演

14:20
～
15:40

シンポジウ
ム

15:40
～
16:45

臨床におけるQOLの活用

佐藤 伊織 東京大学大学院医学系研究科家族看護学分野 講師

岩﨑 美和 東京大学医学部附属病院 看護師

森 雅紀 聖隷三方原病院 医師

座長 佐藤 伊織

目 麻里子 東京大学大学院医学系研究科家族看護学分野

プログラム（予定・敬称略） 開場13:30 開演14:15

患者・家族のQOL（Quality of  Life）の向上はたいせつな指標のひとつです。QOLの概念と指
標についての研究は、多くが積み重ねられて、今も発展しつづけています。
本セミナーでは、これまでのQOL研究の発展を踏まえた上で、患者・家族のQOLのさら

なる理解と向上のために、臨床におけるQOLの活用について考えます。

http://plaza.umin.ac.jp/
qol-research/

【あわせてお知らせ】
同日の午前10時から

同じ会場にて、セミナー「家族
看護学のエビデンスを研究・実
践・政策に活かそう！」があり、
都立駒込病院がん・感染症セ
ンター栗原幸江先生の講演
「ナラティヴ・メディスン患者と
家族とともにつむぐ医療」及び

シンポジウムが開催！
詳細は↓

http://square.umin.ac.jp/jarfn/
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